
ななめヒマワリ 

                                               すなる 
 

なつやすみがはじまるまえに、パパは、ぼくにシマシマのたねをくれた。 

「ヒマワリのたねだよ」 

パパはわらった。 

「ヒマワリのはなは、ずっとおひさまのほうをむいているんだ。はながさいたら、よくみてご

らん」 

ママがしろいシーツをひろげるよこで、ぼくはたねをうえて、まいにちみずをあげた。 

ときどき、とりがたねをたべようとしてやってきたけど、ぼくはがんばってたねをまもっ

た。 

パパは、いつもまどからにこにこわらって、それをみていた。 

おひさまがギラギラまぶしくなったひ、ヒマワリは、やっとちいさなはっぱをだした。 

「やったぁ！」 

ぼくは、ぴょんぴょんとびはねた。 

それから、ヒマワリはどんどんおおきくなって、あっというまに、ぼくよりもせがたかくな

った。 

ぼくはパパに、まいにちヒマワリのことをはなした。 

このころ、パパのかおは、ちいさなまどからしかみられなくなった。 

ヒマワリのてっぺんがもこもこふくらんで、きいろいツンツンがみえてきた。 

『つぼみ』だって、ママがおしえてくれた。 

「ママ、だっこして！」 

ぼくはママにだっこしてもらって、まいにち『つぼみ』をみていた。 

ヒマワリのはながさいたのは、なつやすみになってからだった。ぼくは、くびがいたくな

るほどヒマワリのはなをみていて、 

「あれぇ？」 

と、こえがでた。 

「ママ、ヒマワリ、おひさまのほうむいてないよ」 

そのつぎのひも、そのまたつぎのひも、ヒマワリはおひさまとぎゃくの、とおくのやまの

てっぺんをみていた。あさおきたときも、ゆうごはんのまえも、ずっと、おなじところをみて

いた。 

ぼくがママといっしょに、まいにちヒマワリをみていると、ママがぼくにそっといった。 

「パパにあいにいこうか」 

ママはヒマワリのむくほうをみつめて、あるきだした。ぼくは、ママのてをぎゅっとにぎっ

た。 

 

 

父さんが死んだ日。僕はしぼんだヒマワリからたくさんの種を手に入れた。ヒマワリた

ちは今日も空を仰ぐ。 


